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非
訟
事
件
理
論
の
限
界

石

川，

明

一二三四

非
訟
事
件
理
論
再
検
討
の
必
要

非
訟
事
件
と
訴
訟
事
件
と
の
雇
別
に
關
す
る
學
読

學
説
の
批
剣

結
　
論

（
非
訟
事
件
理
論
）
の
紹
介

一
　
非
訟
事
件
理
論
再
槍
討
の
必
要

　
閣
　
私
は
嘗
っ
て
勾
昌
言
】
置
霞
著
「
非
訟
事
件
」
を
紹
介
す
る
に
際
し
、
「
最
近
三
十
年
間
の
濁
逸
に
お
け
る
杜
會
的
攣
動
は
、
本
來
非
訟

事
件
に
属
し
な
い
一
定
の
法
律
關
係
を
も
嚴
格
に
實
髄
法
を
適
用
し
、
民
事
訴
訟
に
よ
り
裁
釧
す
る
事
を
不
適
當
な
ら
し
め
、
裁
劃
官
の
よ
り
自

由
な
立
場
を
強
調
す
る
手
績
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
こ
に
非
訟
手
績
は
そ
の
適
用
領
域
を
援
大
し
た
（
所
謂
非
訟
事
件
の
新
領
域
と
奮

領
域
）
。
こ
れ
が
た
め
獅
逸
に
お
い
て
は
非
訟
事
件
の
統
一
的
解
繹
に
種
々
の
間
題
が
生
じ
た
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
間
題
の
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
そ
濁
逸
非
訟
事
件
法
學
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
た
。
一
九
〇
〇
年
以
來
殊
に
第
一
次
、
第
二
次
の
二
つ
の
世
界
大
載

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
一
〇
〇
三
）



　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
（
一
〇
〇
四
）

を
経
て
、
從
來
の
非
訟
事
件
の
所
謂
古
典
的
領
域
に
加
え
る
に
、
如
何
に
多
く
の
眞
正
訴
訟
事
件
（
廣
義
）
が
非
訟
事
件
手
績
に
よ
り
取
扱
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
こ
と
に
な
つ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
驚
く
べ
唐
も
の
が
あ
る
。
か
か
る
事
情
は
濁
逸
に
お
け
る
程
目
畳
ま
し
く
は
な
い
と
は
い
え
、

我
國
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
存
在
す
る
。
殊
に
終
戦
後
に
お
け
石
家
事
審
到
法
の
成
立
や
、
こ
れ
迄
各
別
に
定
め
ら
れ
た
調
停
手
績
の
民
事
調
停

法
に
よ
る
統
合
並
び
に
會
杜
更
生
法
の
成
立
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
我
々
は
、
濁
逸
初
期
の
非
訟
事
件
理
論
が
專
ら
古
典
的
領
域
に
の
み
關
す
る
理

論
で
あ
つ
た
と
同
様
、
我
國
の
從
來
の
非
訟
事
件
理
論
も
若
干
の
例
外
を
除
け
ば
專
ら
非
訟
事
件
手
績
法
の
規
定
す
る
事
項
を
封
象
と
し
た
理
論

で
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
加
え
て
、
保
全
訴
訟
・
破
産
・
和
議
の
諸
手
綾
を
非
訟
事
件
と
す
る
學
読
の
存
在
を
意
識
す
る
場
合
今

一
度
そ
れ
等
総
て
を
総
括
す
る
非
訟
事
件
理
論
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦

の
戦
中
職
後
を
通
じ
て
多
く
制
定
さ
れ
た
眞
正
訴
訟
事
件
に
關
す
る
法
律
の
存
在
に
刺
戟
さ
れ
て
、
特
に
最
近
濁
逸
に
お
い
て
非
訟
事
件
理
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

や
か
ま
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
二
　
非
訟
事
件
と
考
え
ら
れ
る
諸
手
績
法
は
「
此
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
な
い
と
き
」
（
破
産
法
第
百
八
條
・
和
議
法
第
＋
一
條
．
會
肚
更
生
法
第

八
條
）
と
か
、
「
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
…
…
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
」
（
民
調
法
第
二
＋
二
條
・
家
審
法
第
七
條
）
と
い
う
留
保
の

下
に
民
事
訴
訟
法
や
非
訟
事
件
手
績
法
を
準
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
學
者
は
、
法
律
の
解
読
書
や
論
文
で
、
こ
れ
ら
の
手
績
を
非
訟
事
件
で
あ
る

或
い
は
訴
訟
事
件
で
あ
る
、
と
論
じ
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
法
文
の
形
式
的
規
定
を
そ
の
ま
ま
う
け
て
、
別
段
の
定
め
が
な
い
と
き
無
條
件

に
民
訴
法
や
非
訟
事
件
手
績
法
を
適
用
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
「
そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
」
と
い
う
場
合
の
「
そ
の
性
質
」
と
は
何

か
。
獅
逸
に
お
い
．
て
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
嵌
く
が
、
眞
正
訴
訟
事
件
に
無
條
件
に
非
訟
事
件
手
績
法
（
閨
Q
O
）
を
準
用
し
よ
う
と
は
し
な
い

の
が
通
読
的
立
場
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
種
の
間
題
は
各
事
件
乃
至
手
績
の
本
質
と
關
蓮
す
る
。
そ
の
本
質
を
探
究
す
る
た
め
に
、
一
艦
當
該
手

績
が
非
訟
事
件
で
あ
る
と
か
、
訴
訟
事
件
で
あ
る
と
か
断
定
す
る
だ
け
で
、
ど
れ
だ
け
の
意
昧
を
も
つ
の
か
。
從
來
特
に
意
識
的
に
は
論
じ
ら
れ

な
か
つ
た
こ
の
問
題
は
、
非
訟
事
件
理
論
と
の
關
係
で
解
決
を
迫
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。



　
以
上
の
理
由
か
ら
、
私
は
先
ず
こ
こ
に
、
差
當
つ
て
、
廣
義
の
眞
正
訴
訟
事
件
を
も
含
む
非
訟
事
件
を
統
一
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
從
來
の

學
読
が
正
し
い
基
準
を
提
供
し
て
い
る
か
否
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　
（
1
）
　
法
學
碍
究
、
二
十
九
巻
、
十
號
、
六
九
頁
。

　
（
2
）
　
こ
の
間
の
事
情
は
寄
一
言
切
暫
9
y
曽
9
毛
巳
蒔
①
Q
霞
ざ
げ
訂
び
曽
跨
蝕
“
一
ω
9
0
げ
｝
お
韻
｝
ψ
一
崩
引
国
●
崔
尊
昌
国
①
一
”
閏
同
Φ
一
妻
目
蒔
①
O
R
ざ
辟
甲

　
　
冨
民
Φ
詳
彗
山
昼
＆
窟
。
国
g
一
昌
q
①
月
諾
葱
吋
曾
国
暮
且
。
匹
目
堕
N
鴫
｝
β
ω
●
ω
。
。
鉾
ω
．
。
。
お
鉾
切
鋒
目
9
g
…
国
。
算
Φ
。。
の
訂
Φ
詳
く
霞
皆
胃
曾
、
、

　
　
営
自
g
時
Φ
一
且
一
一
蒔
Φ
目
O
臼
一
〇
げ
訂
ご
遭
冨
一
甘
》
o
ぎ
一
線
9
ω
●
。
。
o
。
㎝
中
引
■
Φ
9
ω
ε
臼
Φ
目
げ
器
げ
（
ド
｝
島
・
y
㈱
ど
ど
㈱
。。
倉
　
宙
o
ω
o
ン
曽
丘
一
甥
o
N
9

　
　
弱
け
画
胃
Φ
ゆ
類
白
蒔
①
O
Φ
鼠
o
げ
審
げ
自
吋
a
甘
》
o
コ
一
漣
♪
O
O
』
“
卑
に
く
わ
し
い
。
又
最
近
の
濁
逸
の
通
説
が
爾
事
件
の
匠
別
に
つ
い
て
所
謂
法
規
説
（
U
一
Φ

　
　
も
o
匹
註
く
詳
駐
魯
Φ
目
げ
8
旨
⑦
）
を
と
る
の
は
、
非
常
に
旗
大
し
た
非
訟
事
件
を
統
一
概
念
を
も
つ
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
す
る

　
　
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
法
規
説
を
と
る
學
者
と
し
て
団
即
q
び
勲
鋳
O
こ
ψ
o
。
9
0Q
o
匡
①
㎎
①
嵜
霞
㎎
O
誤
国
O
日
営
Φ
暮
貸
（
刈
添
9
塵
）
あ
一
｝
の
●
一
崩
引
国
Φ
置
旦

　
　
国
o
日
目
Φ
旨
賀
㈱
一
炉
一
…
冨
旨
鳩
ω
叶
鼠
一
臼
ど
9
（
図
委
島
●
）
”
ω
』
…
図
o
器
喜
Φ
茜
’
ピ
Φ
日
ど
9
α
①
。・
N
三
一
肩
o
N
g
Φ
。
。
（
㎝
》
島
。
）
｝
響
。。
弘
ご
ω
普
－

　
　
目
曽
p
9。
。
9。
b
ご
ω
。
巽
。
。
“
切
Φ
言
臼
皆
讐
p
9
①
騰
吋
g
且
一
一
戯
Φ
O
Φ
旨
耳
の
冨
罠
Φ
詳
ぎ
ω
葛
目
盲
鴨
騰
Φ
崔
N
＆
の
9
雪
＜
Φ
暑
9。
一
言
β
⑩
q
巳

　
　
匡
Φ
。
算
器
肩
①
。
ど
轟
”
男
①
ω
審
。
冴
聾
騰
辞
国
ト
Φ
旨
あ
』
“
…
国
Φ
目
る
且
9
言
く
霞
壁
器
目
晩
胃
①
。
耳
（
図
｝
島
●
）
あ
・
唇
国
富
銭
冨
あ
。
冨
＆
Φ
き

　
　
o
Φ
8
言
ぎ
臼
＆
Φ
｝
轟
巴
Φ
鴨
旨
①
騨
q
霞
器
（
劇
》
島
●
冨
舘
す
8
口
国
冨
昼
一
罷
）
等
が
あ
る
。
，

　
（
3
）
　
最
近
の
濁
逸
の
丈
献
に
つ
い
て
は
国
Φ
詐
臼
9
目
コ
勲
90
b
こ
ψ
嵩
に
詳
し
い
か
ら
参
照
さ
れ
た
い
。
団
Φ
辞
臼
目
塑
冒
冒
の
論
説
を
掲
げ
る
レ
ン
ト
の
記

　
　
念
論
丈
集
は
一
九
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
最
新
の
丈
献
を
畢
げ
て
い
る
。

二
　
非
訟
事
件
と
訴
訟
事
件
と
の
匠
別
に
關
す
る
學
説
（
非
訟
事
件
理
論
）
の
紹
介

　
聞
　
爾
者
の
匠
別
に
關
す
る
學
読
の
分
類
は
色
々
な
観
黙
か
ら
な
さ
れ
う
る
。

例
え
ば
中
島
氏
の
窺
及
び
そ
れ
を
承
攣
る
小
野
義
掛
晃
ず
積
霧
あ
霧
と
雰
欣
蓬
薯
姦
規
撃
非
嚢
甦
・

後
者
を
國
椹
震
動
の
形
式
を
基
準
に
不
彊
制
読
と
行
政
手
績
読
に
、
國
穫
襲
動
の
目
的
を
基
準
に
し
て
非
雫
訟
読
・
侵
害
豫
防
読
・
私
穫
形
成
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
細
別
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
更
に
、
小
野
木
教
授
の
所
謂
抽
象
的
方
法
・
齢
納
的
方
法
・
法
政
策
的
方
法
を
基
準
に
し
て

　
　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
一
〇
〇
五
）



　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
一
〇
〇
六
）

分
類
す
る
こ
と
が
出
來
れ
ば
こ
れ
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
而
し
て
私
は
こ
の
何
れ
の
分
類
に
も
賛
成
し
得
な
い
。
部
ち
前
者
に
つ
い
て
述
べ
れ

ば
、
凡
そ
各
手
績
の
比
較
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
手
績
の
目
的
・
具
髄
的
現
象
形
式
・
客
髄
の
三
種
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
、
叉
そ
れ
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
足
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
方
法
の
庭
別
で
あ
つ
て
、
露
結
帥
ち
本
質
の
匿
別
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
二
　
私
は
こ
こ
に
爾
事
件
の
匿
別
の
基
準
を
爾
手
績
の
目
的
・
手
段
・
客
艦
に
求
め
る
學
読
に
分
類
す
る
b
”
霞
の
見
解
に
從
つ
て
記
述
し

（
5
）

よ
う
。

　
彼
は
學
読
を
分
け
て
目
的
読
・
手
段
読
・
客
髄
読
・
法
規
読
の
四
種
と
す
る
。
前
三
読
は
爾
手
績
の
本
質
的
差
異
を
爾
手
績
匠
別
の
い
ず
れ
か

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
求
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
本
質
的
差
異
そ
の
も
の
を
肯
定
す
る
立
場
で
あ
る
に
反
し
、
最
後
の
學
読
は
本
質
的
相
違
を
断
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
る
黙
で
沿
極
読
で
あ
る
。

　
1
　
目
的
読
（
∪
一
①
N
ミ
o
爵
さ
8
凱
9
）
　
目
的
読
は
目
的
の
内
容
に
從
つ
て
次
の
三
読
に
分
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
a
　
卜
9
罵
譲
器
げ
読
　
非
訟
事
件
は
私
法
秩
序
の
形
成
を
目
的
と
し
、
訴
訟
は
私
法
秩
序
の
維
持
及
び
實
現
を
目
的
と
す
る
。

　
b
　
困
9
霞
血
ω
9
目
崔
甘
0
9
塗
o
げ
巳
舞
読
　
民
事
訴
訟
は
侵
害
せ
ら
れ
た
法
秩
序
を
同
復
す
る
と
い
う
目
的
を
も
ち
、
李
均
的
正
義
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

目
的
と
さ
れ
る
が
、
訴
訟
事
件
の
目
的
は
豫
防
的
・
法
警
察
的
で
あ
る
。

　
c
閏
毘
≦
蒔
読
非
訟
事
件
に
お
い
て
は
第
一
に
法
的
監
護
手
績
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
申
立
人
は
裁
到
官
に
よ
り
裁
剣
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

れ
る
自
己
の
穫
利
を
主
張
す
る
の
で
な
く
裁
到
官
の
行
爲
義
務
を
主
張
し
て
い
る
。

　
2
　
封
象
読
（
目
①
○
豆
魯
ヰ
富
o
該
書
）
　
こ
の
読
に
共
通
す
る
の
は
手
績
匠
別
の
決
定
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
手
績
の
封
象
に
存
在
す
る
と
主

張
す
る
黙
で
あ
る
。
次
の
二
読
が
あ
る
。

　
a
　
浮
①
器
論
　
訴
訟
事
件
で
は
紛
雫
に
懸
る
権
利
の
確
認
及
び
實
現
が
間
題
で
あ
る
に
反
し
、
非
訟
事
件
で
は
孚
い
の
な
い
穫
利
の
保
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

に
關
す
る
黙
に
匿
別
の
本
質
が
あ
る
。



　
b
　
■
①
旨
読
　
民
事
訴
訟
に
お
い
て
裁
到
所
は
原
告
に
よ
り
被
告
に
封
し
定
立
さ
れ
た
権
利
主
張
に
つ
い
て
到
断
す
る
。
從
つ
て
形
成
到
決

の
場
合
は
實
髄
法
上
の
形
成
権
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
非
訟
事
件
で
は
、
裁
到
官
の
裁
到
に
よ
り
形
成
が
な
さ
れ
る
が
、
私
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

上
の
形
成
槽
が
存
せ
ず
に
官
聴
が
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。
但
し
こ
と
わ
つ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
の
こ
の
見
解
は
あ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毘
）

迄
も
理
論
的
・
立
法
政
策
的
見
解
で
あ
つ
て
、
現
行
法
の
下
で
は
と
り
得
な
い
見
解
で
あ
る
こ
と
を
彼
自
身
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

現
行
法
制
の
下
に
お
い
て
彼
は
法
規
読
を
と
つ
て
い
る
。

　
3
　
手
段
読
（
U
δ
ピ
馨
色
昔
8
巳
窪
）
　
民
事
訴
訟
の
手
績
は
請
求
穫
の
既
到
力
あ
る
確
認
及
び
そ
の
執
行
性
で
あ
る
が
、
非
訟
事
件
の
場

合
は
確
認
は
何
等
役
に
立
た
ず
、
且
つ
執
行
は
屡
々
全
く
間
題
と
な
ら
な
い
。
例
え
ば
目
冒
量
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
訴
訟
事
件
の
中
心
と

し
て
の
法
的
紛
箏
は
實
髄
的
法
律
厭
態
の
存
否
に
關
す
る
一
同
的
、
確
認
的
裁
到
を
中
心
に
設
定
す
る
に
反
し
、
非
訟
事
件
は
私
法
の
領
域
ζ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

密
接
な
關
係
の
故
に
司
法
に
委
ね
ら
れ
た
國
家
行
政
で
あ
る
」
と
。

　
4
　
實
定
法
設
（
冒
①
勺
3
置
丘
駐
零
冨
β
円
げ
8
巳
窪
）
　
非
訟
事
件
の
本
質
に
關
す
る
概
念
規
定
を
放
棄
す
る
黙
で
は
共
通
で
あ
る
が
、
次

の
二
読
に
分
れ
る
。
本
読
が
現
在
の
ド
イ
ッ
の
通
読
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
a
　
積
極
的
法
規
読
　
立
法
者
に
よ
つ
て
、
明
ら
か
に
非
訟
事
件
手
績
に
よ
ら
し
め
ら
れ
て
“
る
総
て
の
事
件
は
非
訟
事
件
で
あ
る
。

　
b
　
浩
極
的
法
規
読
　
當
該
法
律
数
果
の
獲
得
の
爲
に
國
家
機
關
の
協
力
を
必
要
と
し
、
ラ
イ
ヒ
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
り
訴
訟
事
件
と
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

い
私
法
上
の
事
項
が
非
訟
事
件
で
あ
る
と
す
る
読
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冒
）

　
以
上
に
よ
り
學
読
の
紹
介
を
終
る
。

　
三
　
私
は
こ
れ
ら
諸
學
読
の
批
到
を
行
う
に
先
だ
ち
、
如
何
な
る
立
場
か
ら
批
到
を
行
う
べ
き
か
に
つ
き
、
若
干
言
及
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
小
野
木
教
授
は
、
非
訟
事
件
の
本
質
究
明
の
態
度
乃
至
方
法
と
し
て
三
つ
を
學
げ
て
い
る
。

　
即
ち
第
一
の
態
度
は
「
演
繹
的
立
場
乃
至
理
論
的
立
場
」
と
呼
ば
れ
、
實
定
法
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
抽
象
的
理
論
的
に
非
訟
事
件
の
本
質

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
一
〇
〇
七
）



　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
一
〇
〇
八
）

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の
立
場
か
ら
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
第
二
の
立
場
は
「
鮮
納
的
乃
至
實
詮
的
立
場
」
と
呼
ば
れ
、

非
訟
事
件
手
績
法
並
び
に
そ
の
他
の
非
訟
事
件
を
定
め
る
現
行
法
の
規
定
に
帥
し
て
非
訟
事
件
の
本
質
を
把
え
ん
と
す
る
。
第
三
の
態
度
は
「
法

政
策
的
立
場
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
非
訟
事
件
の
本
質
を
究
明
す
る
よ
り
む
し
ろ
、
訴
訟
手
績
と
勤
比
的
に
非
訟
事
件
手
績
自
髄
の
特
異
黙
を

重
硯
し
、
一
定
の
事
件
を
爾
手
綾
の
何
れ
に
よ
ら
し
む
る
か
の
問
題
は
理
論
的
と
い
う
よ
り
合
目
的
・
法
政
策
的
に
決
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。こ

れ
ら
三
つ
の
立
場
の
中
第
三
の
立
場
は
本
質
論
の
馨
論
乃
栗
必
黙
虜
る
（
護
蠕
甕
総
港
殺
嘉
肌
錘
〉
か
ら
、
晃
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

こ
れ
を
お
く
と
す
る
と
、
第
一
及
び
第
二
の
立
場
に
考
察
の
封
象
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
ず
我
々
は
第
一
の
立
場
に
立
ち
非
訟
事
件
の
本
質
を
抽
象
的
に
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
唯
抽
象
的
に
把
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
純
粋
に

抽
象
的
に
把
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
本
質
（
理
念
）
と
現
象
の
相
關
性
に
基
づ
く
現
象
（
素
材
）
の
理
念
規
定
性
も
充
分
に
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。
か
か
る
意
味
で
第
一
の
立
場
に
第
二
の
立
場
が
加
味
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
の
立
場
に
よ
る
實
誰
的
な
素
材
の
取
扱
い
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

理
念
に
よ
る
統
一
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　
而
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
把
え
ら
れ
た
特
質
は
、
制
度
的
に
意
咲
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帥
ち
法
理
論
は
制
度
に
よ
り
制
約
さ

れ
る
制
度
の
理
論
で
あ
る
か
ら
、
制
度
的
に
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
一
定
の
特
質
を
以
て
爾
者
の
匿
別
基
準
と
な
す
場
合

に
、
該
基
準
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
如
何
な
る
手
績
上
の
差
異
を
生
じ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
以
上
を
前
置
と
し
て
、
從
來
の
學
論
を
我
々
は
三
つ
の
立
場
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
全
く
實
誰
的
に
、
實
定
法
が
非
訟
事
件
と
し
、

叉
は
訴
訟
事
件
と
し
た
も
の
を
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
學
読
と
し
て
批
到
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑧
第
一
の
立
場
と
第
二
の
立
場
を
統
合

し
て
得
た
理
念
を
提
示
し
て
い
る
も
の
と
み
て
、
批
到
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
諸
學
読
の
示
す
理
念
が
素
材
の
規
定
性
を
無
覗
し
て
い

な
い
か
否
か
、
と
い
う
勲
か
ら
の
批
到
が
成
立
つ
。
③
最
後
に
各
學
読
の
示
す
理
念
を
と
る
こ
と
に
よ
り
現
行
法
制
上
何
等
か
の
意
昧
が
あ
る
と



い
う
立
場
に
立
つ
と
み
て
批
到
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
　
　
中
島
氏
、
裁
判
の
創
造
性
原
理
、
二
九
八
頁
以
下
。

　
　
　
小
野
木
教
授
、
訴
訟
事
件
と
非
訟
事
件
、
法
と
裁
到
所
牧
、
三
三
頁
以
下
。

　
　
　
小
野
木
致
授
、
非
訟
事
件
、
民
事
訴
訟
法
講
座
、
五
巻
、
ニ
モ
ヘ
三
頁
。

　
　
　
濁
逸
の
論
丈
乃
至
解
読
書
は
學
説
を
雑
然
と
並
べ
そ
の
全
部
を
網
羅
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

　
　
　
団
9
旨
》
90
●
鱒
O
こ
oQ
』
①
露
旧
ω
o
圧
①
鴨
冒
Φ
轟
Φ
吋
｝
鎚
鋭
O
こ
ω
』
b
二
卑

　
　
　
今
日
で
は
こ
陸
9
名
津
鎧
．
、
な
る
概
念
を
以
て
非
訟
事
件
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
者
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
れ
は
ド
イ
ッ
に
お
い
て
非
訟
事

　
　
こ
男
国
9
毛
一
臣
O
亀
Φ
O
①
獣
O
ゲ
訂
ご
麟
帰
κ
Φ
詳
、
、
は
、
ロ
ー
マ
法
上
の
こ
仁
昌
の
蝕
O
試
O
〈
O
冒
昌
叶
9
目
冨
、
、
の
濁
逸
語
謬
で
あ
る
。
』
目
鼠
の
臼
o
菖
O
＜
O
冒
昌
叶
即
民
暫
の
概

　
　
　
　
・
ー
マ
法
の
執
政
官
の
管
轄
に
關
す
る
規
定
で
言
及
さ
れ
る
（
一
・
図
U
一
一
一
①
“
富
び
Φ
昌
叶
甘
獣
毘
ざ
菖
o
目
①
日
”
器
山
昌
o
目
8
昌
富
ロ
ま
o
路
旨
噛
o・
a

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
は
例
と
し
て
親
椹
か
ら
の
子
の
解
放
・
奴
隷
の
解
放
・
養
子
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
現
實
に
法
律
行
爲
の
公
誰
や
行
政
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
甘
は
亀
ざ
註
o
．
．
な
る
概
念
に
含
ま
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
・
ー
マ
法
の
登
展
に
つ
れ
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
殊
に
こ
の
問
題

　
件
が
何
故
ご
寄
虫
妻
目
蒔
Φ
O
Φ
鼠
o
耳
害
舘
屏
①
ま
、
．
と
呼
ば
れ
る
か
を
考
え
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）念

は
、

〈
〇
一
弱
昌
叶
蟄
匡
曽
H
ロ
）
。

爲
と
さ
れ
る
も
の
が

に
つ
い
て
は
二
段
階
の
爽
展
過
程
が
存
在
す
る
。
本
來
・
ー
マ
に
お
い
て
は
公
謹
制
度
が
存
在
し
な
か
つ
た
。
誰
書
の
起
草
作
成
は
辮
護
士
の
仕
事
で
あ
つ
た
。

帝
政
時
代
に
到
り
始
め
て
わ
ず
か
な
が
ら
公
謹
制
度
が
作
ら
れ
た
。
そ
こ
で
一
定
の
公
謹
の
必
要
性
を
満
す
た
め
に
、
訴
訟
の
公
的
効
力
を
利
用
す
る
こ
と
に

し
た
。
印
ち
假
装
訴
訟
を
行
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
一
例
を
あ
げ
れ
ば
物
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
原
告
と
し
て
物
の
所
持
者
を
被
告
と
し
て
引
渡
の

訴
を
提
起
す
る
。
所
持
者
は
原
告
の
主
張
を
箏
わ
な
い
か
ら
、
司
法
官
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
原
告
印
ち
取
得
者
の
所
有
灌
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
ご
陸
蝕
－

毛
皆
蒔
、
、
な
る
概
念
は
甘
匡
亀
ざ
鐵
o
〈
o
言
冒
鍵
匡
曽
の
起
源
と
し
て
の
こ
の
假
装
訴
訟
に
遡
る
。
帥
ち
そ
の
意
味
は
、
被
告
は
こ
の
場
合
、
彼
に
よ
り
意
欲

さ
れ
た
法
律
敷
果
を
惹
起
す
る
爲
に
任
意
ご
津
Φ
写
白
お
．
．
に
剣
決
に
從
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
に
登
展
の
第
二
期
に
至
り
、
行
政
官
が
も
つ
ぱ
ら
こ
れ

等
の
事
項
を
取
扱
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
行
政
行
爲
と
し
て
の
性
格
が
漸
檜
的
に
彊
く
な
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
本
來
古
典
的
非
訟
事
件
に
お
い
て
は
當
事
者
間
の
紛
雫
が
考
え
ら
れ
な
い
事
項
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
後
に
述
べ
る
財
9
Φ
鼠
の
見
解
は

明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
封
し
眞
正
訴
訟
事
件
（
廣
義
）
に
お
い
て
は
本
來
當
事
者
間
に
法
的
紛
雫
あ
る
い
は
軍
な
る
紛
孚
の
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら

か
な
の
で
あ
る
。
從
つ
て
爾
者
共
に
非
訟
事
件
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
後
者
は
少
な
く
と
も
コ
球
虫
名
筥
蒔
、
．
な
る
概
念
を
も
つ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
來
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
概
念
で
爾
者
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
り
た
だ
注
意
す
べ
き
は
こ
坤
巴
墾
白
蒔
Φ
．
、
な
る
概
念
で
非
訟
事
件

を
統
一
的
に
把
握
し
え
な
い
こ
と
と
、
非
訟
事
件
の
内
部
で
こ
の
概
念
を
以
て
手
績
分
類
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
否
か
と
い
う
間
題
と
は
別
個
で
あ

非
訟
事
件
理
論
の
限
界

七
五

（
一
〇
〇
九
）



非
訟
事
件
理
論
の
限
界

七
六
　
　
（
一
〇
一
〇
）

　
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
因
み
に
附
言
す
る
な
ら
、
ド
イ
ッ
普
通
法
上
非
訟
事
件
は
二
国
N
＃
90
冒
臼
寓
巴
帥
①
ロ
、
、
と
呼
ば
れ
、
そ
の
名
稽
の
示
す
如
く
、
非
訟
事
件
の
本
質
の
究
明
は
な

　
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
バ
ー
デ
ン
法
中
非
訟
事
件
法
は
ご
図
8
げ
富
娼
9
甘
①
蒔
田
9
N
、
．
と
呼
ば
れ
、
こ
の
名
稚
は
そ
の
封
象
事
項
が
公
行
政

　
臼
Φ
α
崩
o
b
菖
ざ
げ
Φ
＜
R
毛
亀
言
昌
σ
q
の
封
象
と
の
近
似
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
崔
酵
N
Φ
一
”
勲
鋭
O
↓
幹
o
o
9
由
。
参
照
。

（
7
）
O
Φ
警
毘
聲
く
霞
讐
＆
Φ
讐
¢
留
目
O
Φ
獣
9
山
霞
8
寧
陸
母
註
一
凝
臼
o
践
昌
駐
冨
民
簿
（
一
。
。
ω
。
y
幹
ε
≦
砦
げ
｝
国
9。
且
言
9
号
・

∪
Φ
暮
の
昌
曾
曽
琶
胃
。
凶
g
お
。
耳
。・
（
一
。
。
。
。
㎝
y
ω
』
ω
崩
こ
幹
①
甘
山
曾
器
也
9
α
艮
9
劇
Φ
目
ド
〈
8
㈱
ど
N
頃
O
旧
劇
。
巨
冨
屏
圓
り
“
。
。
｝
ψ
。。
G
。
嚇
U
昌

　
O
げ
霧
目
①
●
U
Z
含
＜
一
旨
9
蝕
ご
田
o
魯
目
臼
O
岩
口
山
冨
鵬
0
9
ど
幹
お
G
o
．
小
野
米
敏
授
も
本
読
に
賛
意
を
表
せ
ら
れ
る
。
同
教
拶
、
訴
訟
事
件
と
非
訟

　
事
件
、
五
六
頁
参
照
。

（
8
）
園
●
ω
。
げ
巨
爵
■
魯
暑
．
島
」
①
暮
・
魯
臼
N
三
な
さ
N
Φ
段
①
。
窪
・
（
鱒
》
島
‘
一
。
。
。
）
｝
oo
．
一
①
錦
警
Φ
甘
－
む
9
冨
y
o
讐
且
島
山
。
。
。
N
一
く
昌
胃
。
N
①
甲

　
お
o
げ
竃
（
b
D
》
目
自
こ
一
旨
oo
）
℃
ω
。
o
o
図
…
0
9
駐
o
巨
騨
”
N
貯
昌
b
き
N
Φ
醇
Φ
o
詳
（
国
卜
島
‘
一
〇
G。
卜
⊃
）
｝
ω
。
①
oo
●

（
9
）
切
Φ
一
一
琶
㊥
薯
暮
Φ
B
一
（
嶺
一
鱒
y
ω
。
鰹
．

（
－
o
）
寄
Φ
。
・
9
U
」
。
O
Φ
匡
。
辟
臼
菩
Φ
詳
蜀
鴨
岩
け
艶
口
鴨
一
①
鴨
昌
o
詳
霞
山
臼
騰
Ω
（
一
。
8
y
ω
．
図
図
日
●

（
11
）
　
■
①
ロ
甘
幹
甲
㈱
僧
砕
O
庸
二
U
Z
o
“
N
お
㎝
9
ψ
o
o
器
一
N
N
b
⑦
9
00
。
ま
㊤
角
．
廉
子
教
授
は
、
訴
訟
事
件
を
民
事
司
法
、
非
訟
事
件
を
民
事
行
政
と

　
さ
れ
る
（
民
事
訴
訟
法
燈
系
、
四
〇
頁
）
。
こ
の
立
場
は
本
読
中
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
近
く
登
表
す
る
豫
定
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

（
12
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
15
）

（
1
6
）

（
1
7
）と

さ
れ
、

定
す
る
に
あ
る
か
又
は
便
宜
の
考
量
に
基
づ
く
現
實
的
活
動
で
あ
る
か
の
相
異
、

與
す
る
こ
と
を
要
當
と
す
る
や
否
や
、

■
Φ
b
計
N
N
り
0
9
9
跡
o
零
論
●
の
論
丈
は
こ
の
立
揚
を
明
ら
か
に
し
め
し
て
い
る
。

一
『
①
H
F
酔
｝
　
の
“
】
…
W
。
　
ω
。
　
劇
剛

旨
“
目
①
ど
即
。
9
●
O
‘
巽
。
崩
●

ピ
Φ
ロ
“
国
Φ
置
9
｝
国
Φ
巨
｝
菊
O
の
O
β
び
Φ
困
四
等
で
あ
る
。

国
富
目
山
ご
①
一
〇〇
〇
げ
b
Φ
凶
山
Φ
y
ω
o
巨
Φ
磯
O
皆
Φ
同
晩
Φ
ビ
等
で
あ
る
。

吉
川
教
授
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
「
訴
訟
事
件
と
非
訟
事
件
の
一
元
的
匠
別
の
標
準
は
、
法
規
が
當
該
手
績
に
與
え
た
構
造
に
求
む
る
ほ
か
は
な
い
」

　
　
他
方
手
績
の
構
造
の
基
礎
と
し
て
「
①
實
質
的
紛
雫
の
存
否
、
⑧
當
該
手
綾
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
國
家
活
動
が
法
規
を
適
用
し
て
私
穫
の
存
否
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
從
つ
て
裁
剣
の
内
容
決
定
に
封
し
、
裁
判
官
に
廣
汎
な
自
由
裁
量
椹
を
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
こ
れ
と
關
連
し
て
、
㈲
手
績
の
簡
易
迅
速
性
を
必
要
と
す
る
や
否
や
、
な
ど
の
諸
黙
の
綜
合
的
・
合
目
的
的
観
察



　
に
求
む
べ
ぎ
で
あ
る
。
」
（
保
全
手
績
の
訴
訟
性
と
非
訴
訟
性
、
民
商
法
雑
誌
、
コ
十
一
巻
、
一
～
四
合
併
號
、
五
頁
）
と
さ
れ
る
。
教
授
の
立
場
は
積
極
詮
の
各

　
立
場
の
結
合
し
た
も
の
（
少
な
く
と
も
勤
象
読
と
手
段
読
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
特
殊
で
あ
る
。
そ
し
て
異
質
的
な
事
件
を
含
む
非
訟
事

　
件
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
無
意
味
で
あ
り
、
實
質
的
な
手
績
の
分
類
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
教
授
の
所
謂
手
績
特
質
の
「
諸
鮎
の
綜
合
的
・

　
合
目
的
的
観
察
」
は
意
味
を
も
つ
も
の
と
思
う
。

（
1
8
）
　
小
野
木
教
授
、
非
訟
事
件
、
民
事
訴
訟
法
講
座
、
五
巻
、
一
三
八
三
頁
。

（
1
9
）
　
拙
稿
、
法
學
研
究
、
二
十
九
巻
、
十
一
號
、
六
八
頁
。

（
2
0
）
　
ω
帥
仁
①
び
O
旨
ロ
山
冨
跨
Φ
望
ψ
置
需
。
は
b
Φ
＃
9
0
げ
叶
ロ
β
暁
の
毛
Φ
貯
Φ
の
封
立
の
一
つ
と
し
て
ミ
一
目
犀
一
ざ
げ
犀
画
富
び
9
蜜
o
げ
叶
仁
け
瞬
と
固
o
鈴
⑦
団
Φ
言
9
0
げ
ぐ

　
q
ロ
槻
と
の
封
立
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
各
學
読
が
何
れ
の
立
揚
に
立
っ
て
自
己
の
匠
別
基
準
を
提
示
し
で
い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
　
學
読
の
批

i判

以
下
私
は
、

1A一a
形
成
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

け
る
形
成
が
形
成
要
件
の
確
認
に
よ
る
形
成
で
あ
り
、

を
も
っ
）
、
ま
た
、
③
他
面
非
訟
事
件
も
私
法
秩
序
維
持
を
目
的
と
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い

　
（
エ
）

法
事
件
並
び
に
後
見
遺
産
事
件
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
前
節
末
段
に
述
べ
た
三
つ
の
立
場
の
各
々
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
よ
う
。

積
極
読
に
つ
い
て

第
一
の
立
場

目
的
読
　
先
ず
個
々
の
學
論
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

譲
碧
げ
読
　
本
読
の
論
く
よ
う
に
、
非
訟
事
件
の
古
典
的
領
域
及
び
眞
正
訴
訟
事
件
（
廣
義
）
の
多
く
を
通
じ
、
國
家
の
協
力
作
用
が
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
④
民
事
訴
訟
も
亦
法
形
成
を
行
う
場
合
が
あ
り
（
形
成
剣
決
が
こ
れ
で
あ
る
。
訴
訟
事
件
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
訟
事
件
に
お
け
る
形
成
と
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
と
し
て
も
、
形
成
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
爾
者
共
通
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
例
え
ば
ド
イ
ッ
に
お
け
る
所
謂
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
國
に
お
い
て
も
司
法
事
件
と
考
え
ら
れ
る
事
項
例
え
ば
家
審
法
第
九
條
－
項
乙
類
八
號
の
民
法
第
八
七
七
條

非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
一
〇
一
一
）



　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
（
一
〇
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

1
項
の
扶
養
事
件
等
は
明
ら
か
に
こ
の
場
合
で
あ
る
）
。
從
つ
て
本
読
は
正
し
く
な
い
。

　
か
か
る
批
到
に
封
し
、
本
詮
を
と
る
立
場
か
ら
次
の
如
き
批
到
が
成
立
つ
。

　
先
ず
④
に
つ
い
て
。
形
成
訴
訟
は
非
訟
事
件
で
あ
る
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
帥
ち
小
野
木
教
授
は
「
民
事
訴
訟
の
純
樺
型
態
が
確
認
訴
訟
で
あ

り
」
、
非
訟
事
件
の
本
質
が
「
形
成
の
形
式
に
よ
る
私
人
の
利
盆
の
促
進
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
、
「
形
成
訴
訟
は
當
然
そ
の
本
質
上
非
訟

事
件
に
驕
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
之
を
訴
訟
と
し
て
取
扱
う
所
以
は
、
そ
の
事
件
の
内
容
に
照
し
、
訴
訟
手
績
に
よ
る
を
相
當
と
す
る
か
ら
で
あ

る
が
、
一
般
に
形
成
の
法
律
要
件
は
段
階
的
に
は
私
人
の
合
意
、
狭
義
の
法
律
的
合
意
（
形
成
椹
の
行
使
）
、
事
件
の
如
ぎ
純
然
た
る
私
法
上
の
法

律
要
件
よ
り
出
獲
し
て
、
公
法
上
の
方
式
あ
る
法
律
行
爲
、
濁
逸
に
お
け
る
後
見
裁
到
所
の
認
可
の
如
き
箪
に
、
合
目
的
性
の
み
を
審
査
し
て
爲

す
裁
到
上
の
形
成
行
爲
を
包
含
す
る
法
律
要
件
、
濁
逸
に
お
け
る
養
子
契
約
の
認
可
の
如
き
合
法
性
を
審
査
し
て
な
す
裁
到
上
の
形
成
行
爲
を
包

含
す
る
法
律
要
件
の
如
く
、
私
法
上
の
行
爲
及
び
公
法
上
の
行
爲
の
結
合
よ
り
成
る
法
律
要
件
で
、
そ
の
後
者
が
、
非
訟
事
件
に
属
す
る
も
の
を

経
て
、
最
後
に
、
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
属
す
る
法
律
要
件
（
形
成
剣
決
）
に
達
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
　
（
中
略
）
最
後
の
焚
展
段
階
を
な
す

裁
到
上
の
形
成
手
績
（
形
成
訴
訟
）
に
付
て
は
形
式
的
に
形
成
の
法
律
要
件
を
充
足
す
る
爲
に
例
外
と
し
て
確
認
的
訴
訟
の
型
態
が
利
用
せ
ら
れ
る

に
止
ま
り
、
そ
の
本
質
上
は
、
非
訟
事
件
に
属
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
形
成
訴
訟
の
内
、
経
界
確
定
の
訴
訟
及
び
共
有
物
分
割
の
訴
訟

は
、
從
來
、
輩
に
形
式
的
に
民
事
訴
訟
の
型
態
を
と
る
に
止
ま
り
、
そ
の
本
質
は
非
訟
事
件
と
解
せ
ら
れ
る
の
が
多
籔
で
あ
る
が
、
右
の
見
解
を

正
當
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
形
成
訴
訟
も
亦
、
そ
の
本
質
は
非
訟
事
件
と
認
む
べ
く
、
換
言
す
れ
ば
形
成
訴
訟
は
総
て
形
式
的
民
事
訴
訟
で

あ
る
」
と
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
に
た
て
ば
、
訴
訟
に
お
い
て
も
形
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
批
剣
は
成
立
し
な
い
。
而
し
て
か
か

る
立
論
そ
の
も
の
は
正
當
で
あ
ろ
う
か
。

　
確
か
に
多
く
の
學
論
が
、
形
成
の
訴
を
、
そ
の
確
定
力
の
生
じ
た
到
決
に
法
を
形
成
す
る
数
力
が
あ
る
が
故
に
、
非
訟
事
件
で
あ
る
と
し
、
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

訟
手
績
と
は
性
格
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
此
の
見
解
が
、
非
訟
事
件
に
お
い
て
裁
到
所
に
よ
る
法
形
成
行
爲
が
行
わ
れ
る



と
い
う
考
え
方
よ
り
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
読
は
訴
訟
上
の
到
決
と
、
生
活
關
係
の
實
艦
法
的
規
整
の
性
質
上
の
相
異

を
看
過
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
帥
ち
訴
訟
上
の
到
決
の
本
質
は
一
定
の
法
律
敷
果
の
獲
生
の
基
礎
た
る
實
艦
的
法
律
状
態
が
存
在
す
る
や

否
や
の
認
定
（
灘
醇
齢
碗
鰹
律
）
に
あ
る
．
そ
の
結
果
と
し
て
給
付
璽
禦
形
成
さ
れ
る
か
、
そ
の
他
の
法
律
關
係
が
形
成
さ
れ
る
か
と

い
う
間
題
は
全
く
實
艦
法
上
の
問
題
で
あ
り
、
到
決
の
本
質
と
か
性
格
と
か
に
ひ
る
が
え
つ
て
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。
私
は
、
こ
の
よ
う
に
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

え
ざ
る
を
得
な
い
理
由
を
冒
＃
昌
N
Φ
一
に
從
つ
て
次
の
二
黙
に
求
め
た
い
。

　
①
彼
は
先
ず
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
こ
の
間
題
に
封
す
る
解
答
は
同
】
の
實
鰹
上
の
法
律
状
態
か
ら
、
あ
る
場
合
に
は
給
付
の
訴
及
び
給
付
到

決
が
結
果
し
、
あ
る
時
は
形
成
の
訴
及
び
形
成
到
決
が
結
果
す
る
と
い
う
認
識
か
ら
引
出
さ
れ
る
」
と
。
そ
し
て
更
に
そ
の
例
と
し
て
三
つ
の
場

合
を
あ
げ
る
。
⑧
雇
傭
契
約
、
請
負
契
約
等
に
お
い
て
報
酬
額
の
定
め
な
き
場
合
、
通
常
の
報
酬
が
合
意
さ
れ
た
も
の
と
看
徹
さ
れ
る
（
濁
逸
民
法

六
二
一
．
六
三
二
．
六
五
三
條
）
。
こ
の
場
合
は
契
約
と
同
時
に
報
酬
額
は
客
観
的
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
孚
が
生
じ
た
場
合
裁
到
所
は
既
に
確
定
せ

ら
れ
た
請
求
権
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
費
買
契
約
の
場
合
は
こ
れ
と
異
る
。
費
買
契
約
忙
際
し
て
、
領
額
が
定
め
ら
れ
な
い
場
合
、
契
約
の

要
素
に
つ
い
て
合
意
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
不
成
立
と
な
る
場
合
と
、
償
額
の
決
定
が
、
當
事
者
の
一
方
の
妥
當
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
場

合
（
≡
五
．
≡
六
條
）
と
が
あ
る
。
後
の
場
合
、
決
定
椹
者
が
決
定
を
逞
滞
し
た
り
、
又
は
姜
當
な
裁
量
を
し
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
な
ら
、

相
手
方
は
裁
到
所
に
封
し
そ
の
決
定
を
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
場
合
の
決
定
は
形
成
到
決
に
よ
り
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
を
比

較
し
て
み
る
と
、
裁
到
官
の
行
爲
は
、
給
付
到
決
と
形
成
到
決
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
本
質
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
帥
ち
裁
到
官
は
、
實
際
的
要

件
帥
ち
、
何
が
適
切
に
し
て
適
法
な
慣
額
か
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
一
方
が
非
訟
事
件
で
他
方
が
訴
訟
事
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
出

來
な
い
。
㈲
民
法
上
の
組
合
で
は
、
多
激
決
に
よ
つ
て
業
務
執
行
権
や
代
表
権
限
が
剥
奪
さ
れ
る
が
、
こ
の
法
律
数
果
を
孚
う
場
合
裁
到
所
の
到

断
は
明
示
的
確
認
的
意
味
を
も
つ
。
こ
れ
に
封
し
、
商
事
會
肚
の
解
散
除
名
等
は
構
成
員
の
決
議
に
よ
り
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
裁
到
所
の
形

成
到
決
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
而
し
て
双
方
の
場
合
到
断
の
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、
共
に
一
定
の
法
律
数
果
を
生
じ
る
法
律
歌
態
の
確
認
で
あ
る
。

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
一
〇
一
三
）
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一
方
が
訴
訟
事
件
で
一
方
が
非
訟
事
件
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
⑥
更
に
、
法
的
安
定
性
の
理
由
か
ら
一
定
要
件
に
基
づ
く
一
定
の
法
律

奴
果
の
穫
生
を
到
決
に
懸
ら
し
め
る
そ
の
他
の
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
錯
誤
（
但
し
我
属
法
上
は
無
敷
－
九
五
條
）
叉
は
詐
欺
に
よ
り
取
沿
さ
れ
た

意
思
表
示
に
關
す
る
裁
到
は
確
認
で
あ
る
に
反
し
、
婚
姻
の
同
一
理
由
に
よ
る
取
滑
の
訴
は
形
成
の
訴
で
あ
る
。
更
に
別
の
例
と
し
て
子
の
嫡
出

否
認
が
あ
る
。
以
上
三
つ
の
場
合
か
ら
次
の
麟
結
を
う
る
。
④
到
決
そ
の
も
の
は
そ
の
種
類
に
拘
ら
ず
法
律
要
件
の
確
定
と
法
律
数
果
の
認
定
と

い
う
面
で
同
一
で
あ
り
、
形
成
到
決
も
例
外
で
な
い
こ
と
。
小
野
木
教
授
は
形
式
的
形
成
訴
訟
法
を
通
常
の
形
成
訴
訟
と
統
一
的
に
理
解
さ
れ
る

が
、
形
式
的
形
成
訴
訟
は
こ
こ
に
指
摘
し
た
性
質
を
備
え
な
い
た
め
非
訟
事
件
な
の
で
あ
る
。
⑨
到
決
の
数
果
の
差
異
は
裁
到
の
本
質
に
何
等
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
内
訴
訟
の
裁
到
か
形
成
で
あ
る
か
否
か
は
實
艦
的
理
由
乃
至
實
艦
的
規
整
に
基
づ
く
こ
と
。

　
⑧
他
の
理
由
は
形
成
剣
決
に
も
既
到
力
が
あ
る
黙
で
他
の
訴
訟
上
の
到
決
と
異
る
庭
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
形
成
鋼
決
と
形
成
力
に
關
す
る
考

え
方
は
三
つ
あ
る
。
帥
ち
、
⑧
形
成
剣
決
は
庭
分
で
あ
り
、
そ
の
形
成
力
は
國
家
の
意
思
表
示
的
庭
分
行
爲
に
基
づ
く
と
す
る
読
、
㈲
形
成
到
決

は
形
成
要
件
の
確
定
で
あ
り
、
そ
の
形
成
力
は
形
成
要
件
の
確
定
と
こ
れ
を
前
提
と
す
る
形
成
庭
分
に
基
づ
く
と
す
る
読
、
⑥
形
成
釧
決
の
性
質

に
つ
い
て
は
㈲
と
同
じ
で
あ
る
が
、
形
成
力
は
形
成
要
件
確
定
の
反
射
敷
で
あ
る
と
す
る
詮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
⑥
と
⑥
は
形
成
剣
決
の
本
質

に
つ
い
て
全
く
同
一
の
考
え
方
を
と
り
、
叉
形
成
力
に
つ
い
て
の
形
成
要
件
の
確
定
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
黙
で
類
似
す
る
。
之
に
反
し
⑧
は

㈲
及
び
⑥
と
封
立
す
る
。
⑧
の
読
は
、
形
成
到
決
の
既
到
力
を
否
定
す
る
黙
で
特
色
を
有
す
る
。
そ
の
理
由
は
色
々
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
論
じ

な
い
。
さ
て
、
形
成
到
決
の
既
到
力
の
否
定
は
、
既
到
力
が
な
く
且
つ
そ
の
拘
束
力
が
裁
到
の
實
髄
的
形
成
力
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
非
訟
事
件
の

裁
到
と
の
比
較
に
お
い
て
意
味
を
も
つ
。
蓋
し
、
訴
訟
事
件
に
お
け
る
形
成
到
決
と
、
非
訟
事
件
に
お
け
る
形
成
行
爲
と
の
間
に
本
質
的
匿
別
が

存
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
か
か
る
考
え
方
は
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
支
持
し
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
④
先
ず
抽
象
的
に
い
つ

て
形
翁
染
亦
葎
要
件
喫
、
形
纏
の
確
認
窪
し
、
既
勢
を
有
す
る
と
董
ら
れ
る
（
購
麓
講
談
警
駐
で
）
．
喫
前
述
せ
る

㈲
乃
至
⑥
の
立
場
を
正
し
い
と
考
え
る
。
⑨
更
に
こ
の
抽
象
論
の
正
當
性
は
竃
＃
昌
N
o
一
の
主
張
す
る
具
髄
的
論
謹
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思



わ
れ
る
。
彼
は
形
成
到
決
に
封
す
る
既
到
力
の
否
定
と
コ
レ
ラ
ー
ト
の
關
係
に
立
つ
事
項
と
し
て
「
①
到
決
に
封
す
る
拘
束
力
を
實
鰹
上
の
形
成

数
に
求
め
る
こ
と
、
⑧
形
成
数
の
排
除
は
、
實
龍
法
上
の
法
律
数
果
の
排
除
と
同
一
の
原
則
に
從
う
こ
と
」
の
二
つ
を
指
摘
し
、
次
に
こ
れ
ら
分

事
項
が
實
定
法
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
論
詮
す
る
。
帥
ち
訴
訟
外
で
な
さ
れ
た
形
成
数
は
當
事
者
の
合
意
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
が
、
確
定
力
あ
る

形
成
到
決
に
よ
る
形
成
数
は
當
事
者
の
合
意
や
そ
の
他
の
實
髄
法
上
の
法
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
當
事
者
は
せ
い
ぜ
い
新
な
法
律
行

爲
に
よ
り
、
暴
の
葎
贅
を
生
ぜ
し
め
－
る
に
響
な
い
と
い
－
こ
と
象
蓋
雛
醤
墾
．
こ
れ
は
髪
裂
篠
し
轟
上
の

形
成
数
の
他
に
既
到
力
の
存
在
す
る
こ
と
を
誰
明
し
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
り
形
成
到
決
に
お
け
る
形
成
と
非
訟
事
件
に
お
け
る
形
成
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
、
統
一
的
に
把
握
し
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
つ
た
。
非
訟
事
件
と
し
て
爾
者
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
の
意
昧
は
、
爾
者
に
既
到
力
が
な
い
と
す
る
黙
で
あ
る
が
、
そ
れ
す
ら
現
行
制
度

上
承
認
し
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
つ
た
。
か
く
て
非
訟
事
件
の
本
質
を
形
成
に
求
め
る
譲
”
9
乃
至
小
野
木
敏
授
の
學
読
が
そ
れ
自
髄
矛

盾
を
含
み
且
つ
現
行
法
制
度
上
も
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
本
論
の
批
到
と
し
て
は
以
上
を
以
て
充
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
因
み
に
前
述
せ
る
批
到
の
第
二
黙
に
つ
い
て
老
察
し
よ
う
。
私
は
本
読

批
到
の
第
二
の
論
振
と
し
て
、
非
訟
事
件
の
領
域
に
お
い
て
も
私
法
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
あ
る
と
読
い
た
。
］
捗
霞
は
そ
の
例
と

し
て
後
見
事
件
、
遺
産
事
件
及
び
眞
正
訴
馨
件
（
擁
蜜
購
驚
瀬
繊
旛
論
肇
塞
げ
る
．
形
成
爵
象
さ
鮭
意
讐
の
套
秩

序
の
維
持
は
、
既
存
の
私
法
秩
序
の
維
持
を
意
昧
し
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
］
鍵
目
の
例
示
は
必
ず
し
も
姜
當
で
は
な
い
。
帥
ち
私
は
非
訟
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
分
け
る
と
次
の
三
種
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
第
一
は
純
粋
に
國
家
の
後
見
的
介
入
に
よ
る
私
法
秩
序
の
新
な
形
成
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ

る
。
こ
れ
は
更
に
分
れ
て
非
訟
事
件
の
古
典
的
領
域
即
ち
眞
正
非
訟
事
件
と
、
從
來
民
事
訴
訟
事
項
で
あ
つ
た
が
、
合
目
的
性
の
理
由
か
ら
、
法

律
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
裁
到
の
一
定
の
範
園
に
お
け
る
自
由
裁
量
の
鯨
地
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
と
が
あ
る
。
前
者

に
お
い
て
は
形
成
要
件
が
轟
塗
墾
さ
紮
場
合
（
翻
驚
齢
鴇
に
島
灘
鵜
、
鵠
涌
嗜
灘
薇
擁
騒
慕
襟
．
駿
狸
璽
㎡
螺
、
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の
の
の
　
ロ

稼
蟹
枕
欝
項
）
と
、
規
定
は
さ
れ
て
い
る
が
、
當
薯
間
の
關
係
窒
い
て
で
饗
く
、
國
家
醤
立
人
の
關
係
で
、
景
職
辱
開
始
す
る

國
家
の
作
爲
義
務
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
國
家
機
關
の
形
成
す
べ
き
作
爲
義
務
と
し
て
、
規
定
が
存
在
す
る
場
合
と
の
双
方
を
含
む
（
揃
諸
め
期
濃

藷
肇
審
諒
壌
般
灯
糟
騨
欝
罎
諾
響
騰
翻
翫
騒
規
騒
鮒
る
V
。
後
者
に
お
い
て
は
、
具
讐
關
係
饒
舞
李
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
關
係
に
加
え
て
蓼
葎
關
係
を
義
的
書
性
を
以
て
形
撃
る
（
罐
藤
羅
雛
堰
羅
聾
謹
⑳
．
紺
雛
離
、
柑
談

懲
鞍
誘
胤
解
獣
蟹
馴
蒙
勧
羅
繍
渤
刻
蕩
灘
擁
騨
鉾
峨
蠣
響
事
〉
．
從
つ
て
こ
の
笙
の
場
合
椅
れ
義
存
窪

律
關
係
の
維
持
が
間
題
と
は
な
ら
な
い
。
第
二
の
場
合
は
、
實
髄
法
上
具
髄
的
椹
利
の
規
定
帥
ち
法
律
要
件
封
法
律
数
果
の
規
定
が
存
在
し
、
裁

禦
馨
の
具
欝
欝
の
確
認
の
形
式
を
と
霧
A
・
虜
る
（
獅
羅
爆
難
漸
篶
陰
駐
．
卿
嚢
耀
難
醸
雛
．
鶉
鎌
謙

牧
、
六
八
七
頁
以
下
ー
。
私
は
多
少
の
補
足
を
必
要
と
す
る
も
の
と
思
う
。
殊
に
我
法
上
例
え
ば
民
法
第
八
七
七
條
－
項
家
審
法
九
條
－
項
乙
類
八
號
事
件
、
財
産

分
與
に
關
す
る
民
法
第
七
六
八
條
家
審
法
第
九
條
－
項
乙
類
第
五
號
事
件
は
そ
れ
ぞ
れ
、
實
艦
法
上
椹
利
が
具
禮
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

懲
凝
る
の
灘
卿
貌
欝
穴
難
襲
講
需
議
事
）
．
こ
れ
鱗
謂
司
肇
件
で
あ
る
．
肇
、
第
二
の
場
合
に
の
憲
法
秩
序
羅
持
と
㌢

こ
と
が
い
え
る
の
で
奢
、
篁
の
場
合
緩
何
れ
轟
幾
序
の
髪
言
的
も
、
維
持
を
晶
と
す
る
毒
い
え
な
い
の
虜
る
（
灘
則

事
件
を
私
怯
秩
序
の
維
持
の
例
と
し
て
畢
げ
る
の
は
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
適
切
な
後
見
人
の
就
任
が
私
法
秩
序
の
通

常
の
場
合
で
、
不
適
切
な
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
そ
の
在
任
に
よ
り
私
法
秩
序
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
の
場
禽
、
申
立
樺

者
は
解
任
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
限
り
で
は
確
か
に
適
法
性
の
判
噺
即
ち
私
法
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
亦
後
見
人
が
存

在
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
扶
態
自
髄
が
私
法
秩
序
が
維
持
さ
れ
な
い
欺
態
で
あ
り
選
任
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に

鰭
幾
嫉
蠕
鰹
羅
諜
⑩
講
霧
虻
融
灘
纂
舗
V
．
し
か
し
例
示
は
雀
く
毫
第
一
㌧
の
事
件
（
醒
に
つ
い
て
釜
肇
あ
る
．
從
つ

て
濁
逸
法
並
び
に
我
法
上
に
か
か
る
事
件
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
私
法
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
事
件
が
存
す
る
こ
と
に
攣
り
が
な
い
。

b
穿
薯
塾
琶
鐸
甕
。
。
冨
酵
読
本
馨
と
る
賢
づ
護
毒
盆
は
確
か
箋
て
讐
る
（
灘
雛
灘
鰍
簾
躾
携

蕩
嵩
鵬
聴
驕
越
壕
は
）
．
し
か
し
一
方
髪
い
て
非
馨
件
森
鑑
秩
序
の
擢
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
奢
（
擢
鞭
騒
陞
灘

猪
齢
爾
蟹
勲
籠
嫁
藤
舗
鰭
震
聾
蕎
護
頗
籏
禦
汎
脈
蝶
鴇
薙
霧
鰭
鷺
齢
礫
欝
硫
）
、
他
方
民
事
訴
訟
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ

つ
て
羨
防
的
釜
が
馨
れ
乞
（
艘
講
冶
蘇
窮
欝
難
袈
婬
講
謡
鱒
騙
蟷
漉
g
餐
譲
醗
諺
な
の
盟
難
）
か
ら
、
本
読



は
正
し
く
な
い
。

　
c
　
自
o
一
冒
蒔
読
、
本
読
は
「
法
的
監
護
を
目
的
と
す
る
」
と
主
張
す
る
黙
で
目
的
論
中
に
含
ま
れ
る
が
、
「
申
立
人
は
自
己
の
権
利
に
つ
き

裁
到
官
の
到
決
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
裁
到
官
の
行
爲
義
務
を
主
張
し
て
い
る
」
と
す
る
黙
で
む
し
ろ
封
象
読
に
近
似
す
る
。
先
ず
前
者
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
本
読
は
「
法
的
監
護
」
と
い
う
一
元
的
目
的
を
以
て
非
訟
事
件
を
把
握
せ
ん
と
す
る
。
こ
の
難
O
o
一
留
魯
5
幽
鼻
や
田
9
餌
呂

置
旨
お
學
繋
非
馨
件
を
「
誘
的
・
法
墓
的
目
的
」
叢
て
売
的
絶
え
た
の
と
似
て
い
る
が
（
圏
難
撫
舞
題
雛
撃

軌
譜
饗
盤
縫
黙
以
錫
範
獄
）
、
而
し
て
㈲
⑥
読
の
よ
う
に
完
曽
的
竃
つ
て
し
て
は
非
撃
件
の
真
的
震
さ
え
統
雨
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

握
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、
oQ
o
巨
①
鴨
冒
①
茜
震
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
個
々
の
事
件
の
規
整
に
あ
た
り

立
法
者
の
も
つ
目
的
は
、
非
常
に
異
つ
て
い
る
た
め
、
目
的
を
以
て
非
訟
事
件
の
一
般
的
概
念
規
定
の
匠
別
基
準
と
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
例
え

ば
後
見
制
度
、
養
子
、
戸
籍
の
規
整
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
國
家
利
盆
が
基
準
と
さ
れ
た
。
殆
ん
ど
の
商
事
事
件
殊
に
商
業
登
記
の
實
行
、
會
耐

登
記
の
實
行
…
…
等
に
つ
い
て
は
取
引
界
一
般
の
利
盆
が
決
定
的
で
あ
る
。
そ
の
他
の
場
合
で
、
正
確
な
法
律
上
の
知
識
を
必
要
と
し
法
律
の
專

門
家
の
権
威
的
介
入
な
し
に
は
、
経
験
上
適
切
な
結
果
を
う
る
に
困
難
で
あ
る
が
故
に
官
聴
の
介
入
が
規
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
遺
産
、
海
損
事
件

等
露
間
の
財
繍
係
鶴
す
桑
い
（
難
V
の
規
警
お
い
て
播
謂
蕎
嘉
わ
る
か
豊
薯
は
嚢
に
よ
る
蟹
蓮
け
よ
～

す
る
。
裁
到
所
及
び
公
謹
人
の
す
る
公
謹
に
關
す
る
規
定
は
取
引
の
安
全
の
利
盆
を
目
的
と
す
る
。
更
に
質
物
費
却
物
の
保
管
及
び
探
索
等
の
事

項
は
、
取
引
の
簡
易
化
及
び
個
々
の
當
事
者
の
保
護
の
目
的
を
も
つ
て
非
訟
事
件
と
さ
れ
て
い
る
」
と
。
ま
し
て
か
か
る
一
元
的
目
的
を
以
て
、

本
來
訴
訟
事
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
項
を
含
む
眞
正
訴
訟
事
件
迄
も
含
め
て
非
訟
事
件
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
目
的
を
以
て
把
握
し
て
み
て
も
現
行
法
制
度
上
何
の
意
味
も
な
く
、
又
こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
直
接
総
て
の
手
績
の
諸
特

質
が
締
結
さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　
次
に
後
の
黙
鄙
ち
「
申
立
人
は
裁
到
官
の
裁
到
を
求
め
る
爲
自
己
の
椹
利
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
到
官
の
行
爲
義
務
を
主
張
す
る
」
と

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
一
〇
一
七
）



　
　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
一
〇
一
八
）

い
う
黙
は
か
な
り
の
正
し
さ
を
含
ん
で
い
る
。
即
ち
司
法
事
件
に
お
い
て
は
實
髄
椹
の
主
張
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
が
本
來
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

訟
事
件
か
ら
除
外
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
■
Φ
9
の
見
解
に
從
う
場
合
（
こ
の
考
え
方
は
非
訟
事
件
と
訴
訟
事
件
の
差
異
を
行
政
と
司
法
の
匿
別
に
一
致

せ
し
め
ん
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
）
国
①
一
ヨ
蒔
の
こ
の
黙
に
關
す
る
考
え
方
は
全
く
正
し
い
。
た
だ
司
法
事
件
の
存
在
を
認
め
る
濁
逸
及
び
我
國
の

現
行
法
の
解
繹
論
と
し
て
は
維
持
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

　
勿
論
我
々
は
非
訟
事
件
の
本
質
を
、
公
の
利
盤
に
お
い
て
付
與
さ
れ
る
庭
分
と
い
う
黙
に
求
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
蓋
し
訴
訟
事
件
に
お
い

て
も
、
非
訟
事
件
に
お
け
る
と
同
じ
意
味
で
の
公
の
利
盆
が
間
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
（
婚
姻
、
親
子
關
係
事
件
等
）
、
非
訟
事
件
に
お
い
て
必

ず
し
も
私
的
裂
舖
題
と
な
ら
な
い
場
合
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
饅
穫
魁
灘
蓑
齢
酪
潔
麓
辮
撫
噂
廉

認
冊
禦
配
罐
霧
法
V
．

　
以
上
に
よ
り
目
的
読
中
に
含
ま
れ
る
三
つ
分
學
読
の
検
討
を
終
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

　
占黒

か
ら
手
績
及
び
裁
剣
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
事
情
を
主
張
す
る
擢
限
あ
る
こ
と
を
朋
ら
か
に
し
て
い
る
」

司
法
事
件
に
つ
い
て
は
本
論
丈
八
一
頁
参
照
。

ω
9
仁
び
鉾
勲
O
↓
ω
●
鱒
刈
。

小
野
木
教
投
、
訴
訟
事
件
と
非
訟
事
件
、
四
九
頁
以
下
。
＜
0
亀
一
・
O
Q
言
甘
山
O
轟
甲
ω
9
α
b
閃
ρ
H
H
o
。
く
8
吻
謡
辞
田
8
ゲ
目
①
き
9
斡
・
○
こ
ω
鼻
ど
の
藁
器
・

．
目
9
国
Φ
一
｝
9
勲
O
こ
ψ
ω
島
鯵

崔
餌
5
N
①
一
”
四
●
90
・
O
こ
幹
鍵
“
崩
●

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
近
く
登
表
す
る
豫
定
で
あ
る
、
非
訟
事
件
に
お
け
る
手
績
の
分
類
を
扱
う
論
丈
を
参
照
さ
れ
た
い
。

田
暫
眉
誤
9
加
●
O
‘
ω
●
鱒
o
o
・

ω
O
巨
Φ
暁
9
ご
o
目
㎎
Φ
誤
国
o
目
R
口
Φ
β
叶
塑
目
（
刈
》
眉
コ
●
y
団
阜
ど
ω
●
窃
紳

■
Φ
β
“
N
N
国
0
9
ω
●
留
刈
廟
。

ω
。
巨
霞
Φ
喜
①
お
Φ
誤
民
o
g
日
Φ
暮
讐
（
㎝
臣
島
。
）
》
》
昌
5
。
。
。
臣
募
」
一
目
惚
9

b
8
3
は
「
一
九
四
一
年
七
月
十
五
日
の
基
本
法
は
、
検
察
官
に
、
絡
て
の
民
事
事
件
に
お
い
て
、
從
つ
て
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
、
民
族
共
同
髄
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
必
ず
し
も
私
的
利
盆



　
　
の
み
が
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
基
本
法
は
勿
論
慶
止
さ
れ
た
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
全
髄
主
義
的
傾

　
　
向
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
公
の
利
盆
が
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
お
い
て
は
蔓
り
が
な
い
。

　
2
　
封
象
読
本
論
の
と
る
爾
手
績
匠
別
の
基
準
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
非
常
に
適
切
な
基
準
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
行
法
上
非
訟
事
件

と
さ
れ
た
総
て
の
事
件
を
封
象
と
す
る
場
合
必
ず
し
も
充
分
と
は
い
え
な
い
。
蓋
し
、
濁
法
上
、
非
訟
事
件
手
績
に
お
い
て
所
謂
眞
正
訴
訟
事
件

に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
（
饅
澱
産
）
護
事
件
の
轟
的
震
髪
い
て
も
（
鰭
渚
搬
舗
蝦
稀
灘
）
葬
官
は
墓
者
の
権
利
主
張

に
つ
き
裁
到
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
我
法
上
も
、
司
法
事
件
が
非
訟
事
件
中
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
事
情
は
異
ら
な
い
。

　
そ
も
そ
も
非
訟
事
件
に
お
い
て
椹
利
主
張
從
つ
て
法
的
紛
箏
が
存
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
は
凋
逸
に
お
い
て
孚
わ
れ
て
い
る
。
■
①
9
は
そ
の

　
　
　
　
　
（
1
）

oQ

言
臼
9
げ
琴
げ
に
お
い
て
、
非
訟
事
件
に
お
い
て
は
法
的
紛
雫
が
存
在
し
な
い
か
或
い
は
あ
つ
て
も
付
随
現
象
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
場
合
間
題
と

な
る
の
は
裁
到
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
保
全
・
監
護
で
あ
り
、
法
律
状
態
の
實
現
と
は
關
係
の
な
い
當
事
者
間
の
妥
協
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

封
し
国
魯
o
・
9
0
向
q
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
「
レ
ン
ト
が
こ
の
テ
ー
ゼ
を
定
立
し
た
時
彼
は
就
中
非
訟
事
件
の
古
典
的
領
域
の
み
を
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
立
法
者
が
漸
次
嘗
て
民
訴
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
事
項
を
非
訟
事
件
に
移
行
し
た
こ
と
を
、
充
分
考
慮
し
て
い
な
い
」

と
し
て
更
に
績
け
る
。
「
冨
9
の
學
読
は
裁
到
が
當
事
者
の
権
利
に
關
し
な
い
限
り
に
お
い
て
正
し
い
。
從
來
民
事
訴
訟
に
属
し
非
訟
事
件
に

組
入
れ
ら
れ
た
事
件
帥
ち
非
訟
事
件
の
新
領
域
換
言
す
れ
ば
眞
正
訴
訟
事
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
手
績
は
私
権
の
實
現
を
目
的
と
す
る
。
申
立
人

の
裁
到
の
要
求
は
民
訴
と
同
様
椹
利
保
護
の
要
求
を
含
む
。
レ
ン
ト
の
い
う
よ
う
に
裁
剣
官
は
法
律
状
態
を
確
定
す
る
と
い
う
よ
り
、
當
事
者
を

妥
協
せ
し
め
る
爲
に
行
爲
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
家
産
手
績
で
申
立
人
は
民
法
七
四
九
條
以
下
と
異
る
實
艦
法
上
の
配
當
を
求
め

る
請
求
椹
を
主
張
す
る
。
履
行
補
助
手
績
で
は
、
履
行
補
助
法
に
認
め
ら
れ
た
法
律
關
係
攣
更
請
求
穫
を
行
使
す
る
。
裁
到
官
に
そ
づ
際
自
由
裁

量
の
蝕
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
間
の
事
情
を
攣
え
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
、
例
え
ば
民
法
第
三
四
三
條
の
契
約
罰
の
滅
額
を
求
め
る
訴

に
お
け
る
よ
う
に
訴
訟
事
件
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
償
還
事
件
、
農
地
事
件
に
お
い
て
も
私
椹
の
實
現
が
問
題
と
さ
れ

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
一
〇
一
九
）



　
　
　
非
訟
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件
理
論
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限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
（
一
〇
二
〇
）

る
。
こ
れ
ら
の
場
合
を
み
る
と
、
當
事
者
は
民
事
訴
訟
に
お
け
る
と
同
様
に
封
立
し
、
私
権
の
存
否
に
つ
い
て
孚
つ
て
い
る
。
而
も
民
訴
に
お
け

る
と
同
様
紛
孚
の
終
局
的
到
断
が
間
題
と
な
つ
て
い
る
。
」
と
。
私
は
何
れ
の
読
に
も
無
條
件
に
賛
成
し
え
な
い
。
帥
ち
私
は
非
訟
事
件
と
し
て

三
つ
の
事
件
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
目
暮
零
募
錠
の
所
論
は
所
謂
司
法
事
件
帥
ち
前
掲
第
二
の

事
件
に
つ
い
て
要
當
す
る
。
こ
の
種
の
非
訟
事
件
に
關
す
る
限
り
富
暮
の
読
は
正
し
く
な
い
。
蓋
し
そ
こ
に
お
い
て
は
具
艦
的
な
権
利
主
張

從
つ
て
法
的
紛
雫
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
司
法
事
件
を
除
く
、
眞
正
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
は
国
暮
8
冨
錠
の
批
到
で
は
な
く

冨
9
の
理
論
が
委
當
す
る
。
蓋
し
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
申
立
人
は
一
定
の
具
艦
的
内
容
換
言
す
れ
ば
そ
の
目
的
額
及
び
態
様
の
特
定
し
た
請

求
穫
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
軍
に
裁
到
所
が
一
定
の
範
園
で
自
由
な
裁
量
を
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
後
見
的
に
介
入
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
申
立
は
原
被
告
に
相
當
す
る
申
立
人
及
び
被
申
立
人
の
存
在
を
豫
定
は
す
る
が
、
そ
の
間
に
法
律
上
の
紛
孚
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

更
に
眞
正
非
訟
事
件
（
古
典
的
非
訟
事
件
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
唯
国
”
富
号
①
錠
の
読
を
批
到
す
る
に
際
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
彼
の
所

謂
眞
正
訴
訟
事
件
な
る
概
念
が
第
二
の
事
件
（
司
法
事
件
）
の
み
を
意
味
す
る
の
か
、
叉
は
司
法
事
件
を
除
く
眞
正
訴
訟
事
件
を
も
含
む
の
か
明
ら

か
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
、
国
筈
o。
号
①
宣
の
も
δ
8
犀
①
ω
葺
①
諺
霧
げ
o
β
．
．
な
る
語
の
用
い
方
に
憂
遽
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
し
、
ま
た
明
瞭
性
を
欲
く
。
す
な
わ
ち
彼
は
先
ず
N
N
b
霧
弘
頸
o
。
に
お
け
る
魏
o
圧
8
〈
霧
詩
腎
臼
目
呂
岡
8
晒
ヨ
臣
鴨
O
①
該
9
冨
－

び
臼
犀
①
詳
．
．
と
題
す
る
論
読
中
ψ
箇
号
言
望
話
詫
器
号
9
一
凶
霞
昌
ぎ
目
霞
量
ぎ
P
名
露
昌
α
霧
O
①
匡
o
団
詩
包
の
巴
目
蒔
①
”
β
q
昌
q
翫
宥
む。
帥
9

α
震
q
ぴ
宵
G
ぼ
昌
①
冒
9
即
昌
N
曽
び
霞
ω
q
三
Φ
犀
試
く
①
即
8
げ
審
目
詫
①
β
q
鴫
三
註
の
R
ぞ
く
嘗
犀
目
昌
騎
N
q
⑦
9
零
犀
①
一
q
①
昌
げ
暮
…
…
“
、
と
述
べ
て
い
る

（
一
九
三
頁
）
に
反
し
、
翌
年
の
q
N
2
ト
旨
に
お
け
る
㌔
q
目
ω
爾
α
才
R
貯
冒
窪
q
①
目
岡
8
幽
≦
筐
蒔
⑦
β
Ω
R
8
算
昏
胃
冨
詳
．
．
な
る
論
読
中
で
は

曽
魯
び
醇
の
目
三
①
犀
註
く
①
即
8
び
言
．
．
が
二
曽
ぴ
R
（
び
①
げ
”
目
営
9
①
）
の
自
三
①
犀
註
く
o
即
①
o
け
言
．
。
に
攣
つ
て
い
る
。
尉
普
甘
”
目
β
は
ト
o
型
嶺
劇
。
3
国
o
冒
ぎ
ω

ω
甫
虫
薯
霞
♂
ぼ
窪
言
q
臼
沖
①
ぞ
白
戯
9
0
①
二
9
話
び
胃
犀
①
詳
、
．
の
●
“
嵩
に
お
い
て
国
㊤
募
9
①
箆
の
見
解
を
引
用
し
て
、
そ
の
脚
注
と
し

て
N
N
弼
①
9
這
誘
鴫
砕
這
o
o
及
び
㍉
N
一
⑩
鰹
｝
ψ
8
一
の
新
薔
爾
見
解
の
示
さ
九
た
箇
所
を
撃
げ
て
い
る
。
そ
し
て
川
餌
募
昌
①
置
に
お
い
て



は
、
一
定
の
内
容
の
穫
利
主
張
の
定
立
を
必
要
と
し
な
い
、
つ
ま
り
椹
利
が
手
績
の
封
象
と
な
れ
ば
充
分
で
あ
る
黙
で
ト
①
暮
の
そ
れ
と
異
る
と

し
て
い
る
。
前
述
せ
る
差
異
を
實
質
的
な
學
読
の
攣
化
と
み
る
な
ら
ば
、
】
W
普
目
程
昌
の
解
読
は
正
し
く
な
い
。
蓋
し
新
読
に
お
け
る
も
魯
盆

望
8
誘
霧
冨
。
．
は
司
法
事
件
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
一
方
新
し
い
論
文
中
で
国
菩
零
冨
置
は
眞
正
訴
訟
事
件
に
つ
き
「
從
來
民
事

訴
訟
に
属
し
非
訟
事
件
に
組
入
れ
ら
れ
た
事
件
」
と
い
う
。
こ
の
鮎
か
ら
は
司
法
事
件
と
共
に
司
法
事
件
を
除
く
眞
正
訴
訟
事
件
を
も
含
む
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
結
局
司
法
事
件
に
つ
い
て
悶
”
び
8
幕
箆
の
見
解
は
委
當
す
る
。
そ
の
範
園
で
b
①
昌
の
奮
読
は
正
し
く
な
い
。

国
暮
鶉
ぎ
宣
は
批
到
の
第
二
黙
と
し
て
、
彼
は
「
裁
釧
官
に
自
由
裁
量
の
醗
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
攣
え
る
も
の
で
は

な
い
」
と
し
て
B
G
B
第
三
四
三
條
を
援
用
す
る
。
私
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
先
ず
法
的
紛
雫
事
件
に
お
け
る
自
由
裁
量
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

法
的
紛
雫
を
含
ま
な
い
事
件
（
司
法
事
件
を
除
く
非
訟
事
件
乃
至
行
政
事
件
）
に
お
け
る
自
由
裁
量
は
、
そ
の
性
質
を
全
く
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

印
ち
前
者
の
そ
れ
は
到
断
裁
量
即
ち
】
W
旨
戯
ざ
詳
を
求
め
る
裁
量
で
あ
る
か
ら
、
具
髄
的
場
合
に
具
艦
法
が
定
つ
て
居
り
、
そ
の
震
見
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
昧
で
拘
束
さ
れ
た
自
由
裁
量
で
あ
る
。
後
者
の
裁
量
は
行
爲
裁
量
で
あ
り
N
名
①
爵
目
農
“
ぎ
詳
を
目
標
と
す
る
。
次

に
第
三
四
三
條
は
、
違
約
罰
が
不
當
に
高
額
な
場
合
に
債
務
者
は
申
立
に
基
づ
ぎ
到
決
に
よ
り
相
當
額
へ
の
減
額
を
請
求
し
う
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。
本
條
は
形
式
的
民
事
訴
訟
事
項
の
規
定
と
考
え
る
蝕
地
は
充
分
あ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
国
㊤
び
8
ぎ
錠
が
本
條
を
封
比
の
封
象

と
し
て
援
用
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
私
は
司
法
事
件
に
お
い
て
當
事
者
の
法
的
紛
孚
が
存
す
る
と
考
え
る
。
從
つ
て
ぞ
の
範
園
は
国
暮
8
冨
錠
の
そ
れ
と
一
致
し
な

い
。
そ
し
て
私
の
見
解
は
頴
暮
が
後
に
｝
魯
昌
肩
自
島
9
q
国
3
ぞ
旨
鴨
O
①
目
6
耳
菩
貰
溶
詳
．
．
（
園
男
ふ
9
ω
』
雪
鉾
）
で
と
つ
た
態
度

と
一
致
す
る
。

　
℃
9
Φ
お
は
口
騨
び
ω
9
①
疑
の
見
解
に
封
し
更
に
反
封
す
る
。
帥
ち
「
■
①
昌
や
国
”
び
。
。
昌
o
錠
の
見
解
は
、
椹
利
の
間
題
と
な
ら
な
い
手
績
に

お
い
て
も
紛
雫
が
支
配
し
う
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
。
訴
訟
事
件
と
非
訟
事
件
の
限
界
は
、
軍
に
、
　
㌔
話
響
旨
戯
ぎ
ヰ
．
。
と
あ
訂
①
営
．
。
な

　
　
　
非
訟
事
件
理
諭
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限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
（
一
〇
二
一
）
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八
八
　
　
（
一
〇
二
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
概
念
の
分
離
す
る
盧
に
存
す
る
」
と
。
而
し
て
こ
れ
に
封
し
頃
即
富
9
Φ
箆
は
「
蜀
9
Φ
拐
は
、
も
し
法
律
上
の
概
念
が
哲
學
的
基
準
に
基
づ

い
て
の
み
解
縄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
正
し
い
。
然
し
法
律
上
の
概
念
が
實
際
上
の
概
念
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
法
的
概
念
形
成
が
必
要
と
さ

れ
る
。
通
常
裁
到
所
の
手
績
が
「
法
的
紛
孚
」
で
あ
る
こ
と
に
誰
も
異
論
が
な
か
ろ
う
。
権
利
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
故
に
當
事
者
間
に
原
則

と
し
て
紛
雫
が
支
配
す
る
、
と
い
う
理
由
で
異
論
を
述
べ
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
手
績
は
そ
れ
に
適
し
た
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
に
も
拘
ら

ず
民
訴
に
お
い
て
も
封
審
な
く
し
て
行
わ
れ
る
確
認
が
存
す
る
。
然
し
こ
の
よ
う
な
例
外
を
以
冗
、
法
的
紛
孚
な
る
概
念
が
民
訴
の
特
質
の
表
現

に
不
用
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
出
來
な
い
。
訴
訟
に
お
い
て
原
則
と
し
て
紛
孚
が
支
配
す
る
と
い
え
ば
概
念
形
成
の
た
め
に
は
充
分
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
非
訟
事
件
に
お
け
る
眞
正
訴
訟
事
件
の
概
念
た
り
と
も
こ
れ
と
異
つ
て
規
定
す
る
何
等
の
理
由
は
な
い
。
帥
ち
裁
劃
所
が
唯
一
の
そ
れ

自
髄
管
轄
穫
あ
る
審
級
と
し
て
椹
利
に
つ
き
終
局
的
数
果
を
以
て
裁
到
す
べ
き
で
あ
る
場
合
に
常
に
眞
正
訴
訟
が
存
在
す
る
。
當
事
者
が
裁
到
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
合
意
で
申
立
て
た
か
否
か
裁
到
が
封
審
に
よ
り
な
さ
れ
た
か
否
か
に
係
り
が
な
い
」
と
い
う
。
蓋
し
正
當
な
見
解
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
こ
の
見
解
が
現
行
法
の
解
繹
と
し
て
通
用
し
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
か
な
り
重
要
な
基
準
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ぎ
苗
身
も
現
行
法
の
解
響
し
て
叢
馨
と
り
乞
と
い
つ
て
い
る
わ
け
で
窪
い
（
躍
筋
船
鞭
鳴
鍵
翻
蕩
婬
齢
齢
嫁
励

齢
錨
凝
杯
）
。
む
し
ろ
彼
は
爾
事
件
の
匿
別
の
基
準
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
換
一
一
一
一
。
す
れ
ば
爾
後
如
何
な
る
事
件
を
何
れ
の
手
績
に
よ
ら
し
む
べ
き

か
と
い
う
立
法
政
策
の
問
題
に
封
す
る
解
答
と
し
て
封
象
読
を
打
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
か
か
る
基
準
を
選
揮
す
る
に
際
し
て
一
定
の
實

盆
を
指
摘
し
て
い
る
。
私
も
彼
と
は
異
つ
た
實
盆
を
同
一
の
歴
別
基
準
に
基
づ
い
て
考
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
は
後

に
私
見
を
展
開
す
る
際
に
論
じ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
封
象
読
の
誤
り
を
読
く
に
止
め
る
。

（
1
）
　
■
Φ
部
甘
ω
“
9
象
Φ
β
び
q
o
げ
（
一
舞
d
自
。
y
の
。
o
o
．

（
2
）
国
ぎ
。。
魯
o
昼
浮
目
ω
霞
①
詳
く
Φ
誌
9。
冒
臼
伽
臼
寄
Φ
一
且
一
一
蒔
Φ
b
O
①
旨
9
駐
富
跨
①
一
ず
”
旨
翼
ω
●
。
Q
。
。
…

閑
9
D
巨
切
一
。
目
昌
①
5
閂
Ω
暮
負
N
三
一
冥
o
国
9
甘
国
舘
駐
畠
且
騨
臣
吋
国
9
。
葛
g
（
お
c。
c
。
y
oo
」
。
一
笹

目
帥
ψ
獣
O
F
U
客
O
廿
N
㎝
G
o
℃
の
●
Go
目
嚇



　
（
3
）
　
こ
の
鮎
を
詳
論
し
た
も
の
と
し
て
国
塑
昌
｝
q
瞬
q
9
切
①
詳
R
日
9
ン
β
冒
く
段
婁
呂
ε
昌
㎎
鶏
容
μ
昌
自
即
ざ
ゲ
♂
㊦
謎
b
吋
仁
o
F
q
o
謎
o
ゲ
9
ロ
㎎
①
昌
百
ロ
儀
田
①
二
〇
ゲ
竃

　
魯
。
。
α
①
目
O
庸
雪
藻
9
窪
菊
Φ
。
算
（
O
①
島
。
騨
巳
器
。
ぼ
聾
隔
母
ミ
彗
霞
匂
亀
β
爵
）
｝
ω
』
。
一
由
・

　
（
4
）
財
9
Φ
量
旨
U
図
黄
ω
。
一
ω
。
。
。

　
（
5
）
国
菩
8
げ
Φ
罫
冒
一
〇
9
噂
ω
●
。
0
9

　
3
　
手
段
読
　
こ
の
見
解
も
匠
別
基
準
の
一
つ
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
一
饅
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
形
成
、
確
認
到
決
は
狡
義
の
執
行
力
を
有
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
い
し
、
他
面
眞
正
訴
馨
件
（
縫
霧
鮮
講
傑
鞠
鰍
）
罐
嚢
並
び
籔
行
力
竃
つ
（
灘
驚
象
巌
騎
鶴
舞
羅
響
る
）
．

鋲
確
努
に
つ
い
て
は
ぎ
か
．
非
訟
事
件
（
購
灘
什
藤
）
置
正
藝
事
件
・
塞
に
つ
い
て
既
勢
を
認
め
る
の
が
鍵
法
上
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
、

的
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
愛
當
な
見
解
で
あ
る
と
思
う
。
從
つ
て
本
論
は
正
し
く
な
い
。

　
衙
こ
こ
で
旨
¢
自
9
の
學
読
に
若
干
燭
れ
て
お
く
。
国
四
霞
は
彼
の
學
読
を
「
一
同
的
・
確
認
的
裁
到
」
と
い
う
黙
で
手
段
論
中
に
含
ま
し

め
て
い
る
が
、
彼
が
「
實
艦
的
法
律
状
態
の
存
否
に
關
す
る
」
と
い
い
、
更
に
非
訟
事
件
を
國
家
行
政
と
す
る
黙
で
掛
象
論
で
あ
る
。
從
つ
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
學
読
に
つ
い
て
は
封
象
読
・
手
段
読
の
各
々
に
封
す
る
批
到
が
成
立
つ
。
田
跨
冒
”
β
昌
は
冒
⇔
昌
N
①
一
の
読
を
次
の
二
難
で
批
到
し
て
い
る
。

ω
眞
正
訴
訟
事
件
は
行
政
の
概
念
と
相
容
れ
な
い
。
⑧
訴
訟
上
の
到
決
も
亦
多
く
の
場
合
、
實
艦
關
係
の
確
認
で
は
な
く
、
法
解
繹
に
お
け
る
裁

到
官
の
裁
量
構
の
範
園
内
で
法
形
成
で
あ
る
。
帥
ち
裁
到
官
法
の
螢
生
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
翻
諄
目
帥
昌
β
の
か
か
る
批
鋼
は
要
當
性
を

敏
く
。
先
ず
ω
に
つ
い
て
。
眞
正
訴
訟
事
件
中
實
髄
關
係
の
存
否
の
確
認
を
す
る
所
謂
司
法
事
件
が
、
行
政
な
る
概
念
と
相
容
れ
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
こ
の
黙
で
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
の
他
の
事
件
は
行
政
な
る
概
念
の
内
に
含
ま
し
め
て
も
別
に
不
都
合
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に

⑧
の
黙
に
っ
い
て
。
具
艦
法
理
論
の
立
場
か
ら
は
一
W
普
目
嘗
昌
の
批
到
は
正
し
く
な
い
。
帥
ち
訴
訟
事
件
に
お
け
る
法
解
繹
上
の
裁
量
は
行
政

庭
分
に
際
し
行
わ
れ
る
自
由
裁
量
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
、
眞
の
意
味
に
お
け
る
裁
量
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
か

く
て
国
緯
目
嘗
昌
の
批
到
そ
れ
自
髄
は
要
當
性
を
嵌
く
。

　
（
1
）
　
ω
四
仁
ご
鉾
鉾
O
こ
ω
。
田
騰
．

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
一
〇
二
三
）



（（32
））

非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

切
9
昌
・
勲
騨
O
こ
ψ
ま
“
舜
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
近
く
嚢
表
す
る
豫
定
の
非
訟
事
件
の
手
績
分
類
に
關
す
る
拙
稿
参
照
。

加
緯
旨
弩
ロ
こ
魯
o
馨
Φ
の
ω
訂
Φ
騨
く
霞
獄
胃
①
ロ
ゴ
山
臼
旨
Φ
一
三
罠
㎎
臼
O
Φ
困
ざ
窪
菩
胃
ざ
詳
、
、
”
臣
島
一
。
㎝
9
ω
●
合
。。
協
。

（
一
〇
二
四
）

　
B
　
次
に
こ
れ
ら
の
學
読
が
（
但
し
消
極
説
た
る
法
規
説
を
除
く
）
、
存
在
（
實
定
法
が
一
定
の
事
件
を
訴
訟
事
件
な
り
と
し
又
は
非
訟
事
件
な
り
乏
し
た
態

度
）
に
何
程
か
規
定
さ
れ
た
理
念
と
し
て
、
そ
の
匿
別
基
準
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
存
在
に
規
定
さ
れ
る
と
い

え
理
念
で
あ
る
以
上
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
発
し
か
し
存
在
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
存
在
か
ら
全
く
遊
離
し
え
な
い
。
ど
の
範
園
の
存

在
が
理
念
を
規
定
し
又
は
例
外
現
象
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
か
は
、
か
な
り
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
唯
私
は
匿
別
基
準
乃
至
本
質
の
理
念
と
し
て
各

學
読
の
提
示
す
る
盧
が
全
く
存
在
と
は
異
質
的
な
も
の
、
換
言
す
れ
ば
存
在
か
ら
遊
離
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
來
非
訟
事
件
は

三
種
の
全
く
異
つ
た
事
件
を
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
に
統
一
的
な
理
念
を
求
め
る
こ
と
自
饅
が
不
可
能
で
あ
る
。

　
C
　
最
後
に
か
か
る
各
學
読
の
匿
別
基
準
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
如
何
な
る
手
績
法
上
の
實
盆
を
有
す
る
や
を
考
え
て
み
よ
う
。
先
ず
①

≦
舘
げ
小
野
木
致
授
読
は
既
到
力
の
存
在
に
つ
い
て
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
て
こ
の
實
盆
は
實
は
存
在
し
な
い
こ

と
に
つ
い
て
も
読
述
し
た
。
⑧
　
ω
号
罠
賦
計
0
9
留
魯
巨
鼻
読
は
秩
序
侵
害
の
豫
防
か
同
復
か
を
基
準
と
す
る
が
故
に
、
敷
力
の
襲
生
時
期
の

間
題
で
差
異
が
生
じ
よ
う
。
蓋
し
前
者
に
お
い
て
は
將
來
に
向
つ
て
生
じ
、
後
者
に
お
い
て
は
遡
及
す
る
。
③
閏
①
一
冒
貫
読
は
む
し
ろ
㈲
封

象
読
に
近
く
、
司
法
と
行
政
と
に
分
け
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
實
盆
を
有
し
て
い
る
（
そ
の
實
盆
は
裁
判
官
の
濁
占
が
司
法
事
件
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
誰
き
る
こ
と
に
．
つ
い
て
は
近
く
登
表
豫
定
の
拙
稿
滲
照
）
。
⑤
手
段
読
は
既
到
力
と
彊
制
執
行
（
狡
義
）
の
存
否
に
つ
き
意
義
を
も
つ
。
而
し

て
非
訟
事
件
乃
至
手
績
内
で
如
何
な
る
基
準
を
以
て
匿
別
基
準
と
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
近
く
登
表
豫
定
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
二
　
法
規
論
（
滑
極
読
）

　
十
九
世
紀
の
初
頭
以
來
無
反
省
的
に
廣
範
園
に
わ
た
る
諸
種
の
事
件
が
非
訟
事
件
の
新
領
域
帥
ち
眞
正
訴
訟
事
件
と
し
て
非
訟
事
件
手
績
法
に

よ
ら
し
め
ら
れ
た
猫
逸
に
お
い
て
、
現
行
法
の
解
繹
と
し
て
實
定
読
に
傾
く
こ
と
は
必
然
的
現
象
で
あ
つ
た
。



　
そ
れ
に
し
て
も
消
極
的
法
規
読
の
見
解
は
濁
逸
の
有
力
読
に
よ
り
そ
の
正
當
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
部
ち
「
浩
極
的
法
規
読
に
よ
る
と
、
明

示
的
規
定
に
よ
り
訴
訟
事
件
で
な
い
場
合
に
は
総
て
非
訟
事
件
手
績
に
よ
ら
し
め
る
と
の
印
象
を
あ
た
え
る
か
ら
で
あ
る
。
一
艦
、
猫
逸
民
訴
施

行
法
第
三
條
は
、
民
事
訴
訟
法
が
通
常
裁
到
所
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
総
て
の
民
事
上
の
法
的
紛
孚
事
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
し
か

し
原
則
と
し
て
総
て
の
民
事
上
の
法
的
紛
㊥
は
通
常
裁
到
所
の
管
轄
に
属
す
る
。
民
事
司
法
の
全
領
域
か
ら
そ
の
一
部
が
非
訟
事
件
の
た
め
に
切

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

漸
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
。
濁
逸
に
お
い
て
所
謂
眞
正
訴
訟
事
件
（
廣
義
）
は
民
事
訴
訟
事
項
で
あ
つ
た
も
の
が
、
明
文
の
規
定
を
以
て
漸
次

非
訟
事
件
に
移
行
さ
れ
た
経
過
及
び
現
在
で
も
樹
こ
れ
ら
事
件
が
特
別
法
と
し
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
批
到
を
理
由
づ
け
る
。

　
我
法
上
は
ど
う
か
。
我
法
は
凋
逸
民
訴
施
行
法
第
三
條
に
特
に
相
當
す
る
規
定
を
も
た
な
い
が
、
理
論
的
に
い
つ
て
猫
逸
法
上
と
同
じ
態
度
を

と
る
べ
き
こ
と
は
當
然
で
あ
り
、
從
つ
て
積
極
読
が
正
し
い
。
因
み
に
付
言
す
る
な
ら
、
眞
正
訴
訟
事
件
（
廣
義
）
を
含
む
家
事
審
到
事
項
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

奉
は
制
限
的
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
如
く
法
規
読
中
沿
極
論
は
安
當
性
を
欲
く
た
め
、
積
極
論
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
思
う
。

　
し
か
し
、
積
極
論
に
よ
り
「
法
に
よ
り
明
示
的
に
非
訟
事
件
と
さ
れ
た
も
の
の
み
が
非
訟
事
件
で
あ
る
」
と
す
る
の
み
で
は
、
全
く
形
式
的
な

匿
別
に
満
足
す
る
に
過
ぎ
ず
殆
ん
ど
意
味
が
な
い
。
蓋
し
か
く
て
形
式
的
に
把
え
ら
れ
た
非
訟
事
件
中
に
は
、
全
く
異
質
的
な
三
種
の
事
件
が
存

在
し
、
そ
の
相
互
間
に
共
通
性
は
非
常
に
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
僅
か
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
一
定
範
園
で

民
事
訴
訟
の
原
則
が
排
除
さ
れ
、
非
訟
事
件
の
原
則
が
こ
れ
に
代
つ
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
一
定
の
範
園
」
が
如
何
な
る
範
園

で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
全
く
當
該
手
績
の
本
質
か
ら
導
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
各
特
別
法
が
非

訟
事
件
法
を
準
用
す
る
際
の
留
保
條
項
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
凋
逸
に
お
い
て
も
最
近
多
く
の
學
者
が
法
規
読
を
と
り
つ
つ
、
そ
れ
に
満
足

す
る
こ
と
起
く
、
法
規
読
に
よ
り
形
式
的
に
把
握
さ
れ
た
非
訟
事
件
を
更
に
分
類
し
て
、
ω
司
法
事
件
と
行
政
事
件
に
分
け
た
り
、
⑧
司
法
事
件

を
含
む
眞
正
訴
訟
事
件
（
廣
義
）
と
古
典
的
非
訟
事
件
と
に
分
け
た
り
、
③
第
一
の
立
場
と
第
二
の
立
場
を
結
合
し
古
典
的
非
訟
事
件
と
封
立
さ

　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
（
一
〇
二
五
）



　
　
　
非
訟
事
件
理
論
の
限
界

せ
て
廣
義
の
眞
正
訴
訟
を
考
え
、
更
に
後
者
を
司
法
事
件
と
そ
の
他
の
眞
正
訴
訟
事
件
と
に
分
け
な
が
ら
、

求
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
軌
法
規
読
の
不
充
分
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
ω
暫
仁
♪
騨
癖
O
こ
ω
●
ω
9

　
（
2
）
　
山
木
戸
教
授
、
家
事
審
判
、
民
事
訴
訟
法
講
座
、
五
巻
、
二
二
五
八
頁
。

四
　
結

論

　
　
九
二
　
　
（
一
〇
二
六
）

そ
れ
と
は
別
に
そ
の
手
績
特
質
を
追

　
以
上
に
よ
り
私
は
從
來
の
學
論
の
飲
黙
を
指
摘
し
つ
つ
、
現
行
法
上
非
訟
事
件
を
實
定
法
の
規
定
に
よ
り
形
式
的
に
把
え
ざ
る
を
え
な
い
こ

と
、
及
び
か
か
る
形
式
的
な
把
え
方
自
髄
殆
ん
ど
意
味
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
も
の
と
思
う
。
從
つ
て
次
に
形
式
的
に
法
規
読
を
と
り

つ
つ
、
實
質
的
に
非
訟
事
件
の
内
で
如
何
な
る
手
績
乃
至
事
件
の
分
類
を
行
う
の
が
合
理
的
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
近
い
内
に
私
見
を
襲
表
す
る
機
會
を
も
ち
た
い
と
思
つ
て
い
る
。


